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P−7　　 子宮頸癌 に お け る血 中腫瘍 マ ーカー測定の 臨床約意義
一と くに SCC，CYFRA ，CAI25 ，CA19 ．−9値 の 関連性 に つ い て
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【目的】頸癌患 者の 血t　4i　SCC，CYFRA ，
CA125 ，CAi9 −9，CEA 値 を測 定 し， 各腫 瘍 マ “一　h 　一一の 使 い 分 け と そ の 窟用 性を検討 し た．

【方法】1995〜1999年 に初 回 治療 した 鎖癌 で，SCC ．CYFRA ，CA125 ，GAI9−9，CEA を瀾 定 し， 同 意 を得 た 187儚1 α期59例 ，　 Il
期48例，III期 67例，　IV 期 13例 ）を対 象 に，進行期，組織型，リ ンパ 節転移 の 有無 と各マ

L−一
カ
ーとの 関連 性を検討す る と共に，

対照群 に は良性卵巣腫瘍16例を用 い た．【成績】SCC，CYFRA の 進行期別陽性率 は 1期 旦7／59 （28．8％），2、〆59 （3．4％），　 H 期22

／48 （45．8％ 〉， 7／48 （14．6％），
III期45／67 （67．2％），37／67 （55．2％ ），

　 IV期 10／13 （769％ ），　 ll／13 （84．6％） で，全 体 で 94

A87（50．3％），57／187（30．5％ ）で あ っ た．　 SCC ，CYFRA の 翻織型 別陽 性事 は （他の 組 織型 19例 を除 く）， 角化型15／22 （68．2
％），6／22 （27，3％ ）， 非 角化 型77／128 （60．2％ ），42／128 （32，8％ ）で ，頸部腺癌1／18 （5．6％ ），4／18 （22．2％ ）で あ っ た．頸部

腺癌 で は 13／18 （722％ ）に，CEA 　4／18 （22％ ）， CAI257／18（39％），CA19・−99／18 （50％），CYFRA4 ／18 （22％）の い ずれ

か が 陽性 で
， SCC は 江例 （5．6％） 陽性 を 示 した．画 像 で リ ン パ 節 腫 大 を 認め た 44鋼の うち，　 SCC 陽性 は 33例 （75％ ），　 CY ・

FRA 陽性 は23例 （52％）， 初回手術 の 1〜∬ 期34例の うち ， 術 後 リ ン パ 節蟷移 陽性 の 4例 で は SCC が 3 例陽性 （平均2．2ng／ml ＞

を示 し，CYFRA は 陰性 で，良性卵巣 腫瘍16例 の SCC ，　CYFRA は すべ て 陰性 で あ っ た。【結論】SCC，　CYFRA の 陽性率 は 臨床

進行期に 従い 上 昇 し，リ ン パ 節転移 を含 む CYFRA の 1場性率は SCC よ りも低か っ た．頸部腺癌 には 有効な マ ーカーが な く，

CYFRA と CA125 また は CAI9 −9の 組 み 合 わせ に よ る follow　up が 有効で あ る ．

P−8　　 予宮頸癌は 低年齢化 して い るか ？
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【同的1近 年 HPV に よ る STD の 範疇 と して 捉 え られ て い る dysplasiaお よ び子 宮頸癌 は ，　sexual 　activlty の 若年層で の 渚発化

に 伴い，低年齢化が 予想 さ れ る．当院 で 10年間に経験した dysplasiaお よ び子宮頸癌患 者の 年齢分 布 を検討 し た．【方法】対象

は 1990年 か ら1999年 ま で の 10年 間 に 当院 で dysplasiaお よ び 子宮頸癌 と病 理 学的 に 診断 さ れ た393人．な お 子 宮頸癌 は

squamous 　ceU　carcinoma ある い は adenosquamous の み と し adenocarcinDma そ の 他 の タ イ プ は 除外 した．初診時期 に よ り前

半期 ： 1990年 か ら1994年 ， 後半期 ：1995年か ら1999年に分類し，dysplasia群202名 ，
　 cis群102名 ， 浸潤癌群89名の 3 群 にお い

て それ ぞれ の 初診時年齢の 推移を検討 した．【成績】Mann −Whitney　U 検定 で dysplas量a 群 pくα05，cls群 p＜ O．O」
「

， 浸潤癌群 p
＜ 0．Olの 有意差をもっ て 後半期 に低年齢化 して い た．平均年齢の 低下の 程度 は，　dysplasia群 2，6歳，　CIS群 4．5歳 ， 浸潤癌群10．2
歳 で あ り， 浸潤癌群 に特 に 顕著な若年化の 傾向が み られ た．【結謝 当 院の 検討で は こ の 10年問で 子宮頸癌 は低年齢化 して い る

もの と考 え られ ， そ の 原 因 と して HPV 感染の 早期化の 可 能性 が 考えられ た．一一’rJ　dysplasia，cis，浸潤癌 と進行 して い くにつ

れて 低年齢化の 程度が 大 き くな る こ とは，HPV 感染の 早期化以外 の 何らかの 要因もあ る こ とが 示唆され た．

P−9　　子宮頸部悪性腺腫 （Adenoma　mal 量gnum ）に お ける STK11遺 伝子 変異 と組織学的診断 との 関連
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【目的】子 宮頸部悪 性腺腫 （AM ）症 例 の 約1  ％ に は Peutz−Je蜘 ers 症候群 （PJS）が 合併 し，　 PJS の 原因遺伝子 STKllが第19

番染色体一ヒに 同定され て い る．さらに近年 AM 症例 の STKH 遺伝子近傍に LOH が 高頻度 に み られ る と報告 され た．そ こ で

我 々 は，AM の 発 生過程 につ い て の STK ユ1の 関与を 明 らか にす る ため，　AM 症 例 の STKI1遺伝子 変異を検出同定 した．【方法】

AM と診断 され 工nformed 　consent を得 て 手術 を 施行 し た 20症 例 を対象 に，パ ラ フ ィ ン 包 坦 病 理 標 本 よ り実 体顕微鏡
．
ドに又 は

Laser　capture 　microdlssection で 腺病変 部 分の み を採取 し ，
　 DNA を抽 i．llした．　 STKIlexonl −9にお け る 変 異 は PCR −−SSCP

法に て検出 し ， clening
−
sequencing に よ り変異遣伝子を 1司定 した．婦 人科疾患 に異常が 報告され て い る p53 （exon5

−8），　 K−

ras （exon1 ）につ い て も同様 の 検索を行 っ た．　 AM の 組 織標本 は各種免疫染 色 を用 い 形態学的に検討 し，頸部腺癌 あ る い は深

部頸管腺 と鑑別 を要する もの と
， 典型例 と に 分類 して STKII遺 伝 r の 変 異 の 有 無 と組 織 学 的 診 断 と の 関 連性 を検討 し た．【成

績】PCR −SSCP 法 に て20症例 中 9症例 に STKIIの 変異バ ン ドが 検出 され た．うち 5 症 例 の 7 つ の 変異 遺伝子 を 同定 し た．　PJS

で 報告の 多 い nonsense 　mutation は な く， AM で は すべ て missense 　mutation
．
で あり，変異 はすべ て 紐 織 学 的 診 断上 AM の 典

型例 に 認め られた．また，p53に は 1例 遺 伝子 変異 を 同 定 したが ，
　K −−ras に は変異 はみ られなかっ た．【結論萋悪性腺腫の STK

ll遺伝子変異は そ の 発生過程 に 関与が 示唆 され た．形態 学 的診 断 との 関連 性 か ら，
　 STKIime伝子変異検索は AM の 診断 に 資

す る 可 能性 が 示 され た．
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